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国 民 年 金 特 集 号
昭 和63 年9 月1 日現 在

○ 拠出年金被保険者数162, 990 人
○ 拠出年金受給権者数　38, 094 人
○ 福祉年金受給権者数　5, 927 人

区民 部国民年 金課
〒120　 足 立 区 中 央 本 町 一丁 目17 番1 号

( 880) 5151 ・5161

国民年金特集
国民年金に加入し、保険料を納めることは、法律で義務づけられています。

なぜ義務なのか、もう一一度考えてみましょう。

わが 国 は 今後 、 本 格的 な 高 齢 化 社 会 を迎 え よ う とし て い ます。 し か し 、 社 会 構 造 が

複 雑 に な り、 個 人 の 努 力 だ け で 老 後 に備 え るこ とは難 し くな っ て い ます 。 また 、 核 家

族 化 が 進 行 し て い る現 在 、家 族 が 老 人 の生 活 を支 える こ とは き わめ て き び しくなって い

ます。 こ の よ う な状 況 の 中 、 誰 もが 安 定 し た 老 後 を迎 え る ため に は 、 国 民 全 体 が お互

い に協 力 し あ わな け れ ば な り ませ ん。

そ の 土 台 とな るの が 国 民 年 金 で す 。

「社会的な助け合い」これが国民年金の基本的な考えです。

自 分 の 老 後 の た め だ け に 保 険 料 を 積 み 立 て る の で は あ り ま せ ん 。 国 民 年 金 と い う牡

会 的 な 助 け 合 い の 制 度 を 今 後 と も 支 え て い く た め に 、 保 険 料 を 納 め て い た だ く 必 要 が

あ る の で す 。 そ し て 、 こ の 制 度 を 支 え て い く こ と が 、 将 来 自 分 の 老 後 へ の 備 え と な る

の で す 。
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20歳になったら国民年金へ
加入する期間は40年間

日本国内に住む人は, 20 歳から6ea になるまで必ず国尺年全に加入しなけれ

ばなりません。

ただし, 大のような人は, 希望によ・- ,て1111入することか・できます,

c 海外にg・l i Eする日本国民

o 昼間部の学生など

0 老齢1 退職) 年令の受給者

0 日本l i l内に住む6e吸以上65歳未満の人

1受給資格期問を満たせない場合など

また, 国尺年金の誡保険者は保険料の納め方力違いにより。第1 り一詼保険 者

・痢2 号陂保険者・13 号筱保険者の3 種。黷に分けられています。

以 ヒのように, 60 歳まで力l入して65 歳からすべての人が 共滷した雌礎年金を

受けられるようになI ; ます。そして, 基礎年金の給付に必要な費川も。ね11入者

令員で弔等に負担することとされているため, 20a から60歳までの40年間; j 保

険糾を納めなけれぱなりません,

自営業などの人と
その奥さん

第1 号観保険者

兮弓りーマン
( 会 社 員) ( 船 興) { 公 務 員 等}

第2 号 被 保 険 書

( 7Uに 門

60歳になるまで納めます。
自営業者など第1 号被保険者の人は、保隈料をご|' |分で納めなければなり

ません。未納期問かあると、将来年金を受けるときに匐が少なくな1; ます。

また。未納期問が艮いと年 金が受; t られないことか・あります。

国K 年金の保険科は。60遣になる韭で忘れすに吶めてくだおy

□ 保険料は、 月7, 700円です。

なお、第1 号詼i i 険 昔で、将来より多[ の年i を・戈けたい方は、1 か月

昶0円の付加保険料を納めることができます。

□ 付加保険料の申し込みは。国民年金課、各区尺l i 務所の窓。凵で受11けます、

こんなときは、必ず届出を
1. 加歳になったとき。

{ 厚生年金・共済組合の加入者、昼間部の学生。を除きます。}

2. 厚生年金や蒿済組合に加入したとき。

( 配偶者を扶養している場合l j , 配偶 矜の第3 号陂保険 者の届出も必裴

です。)

3. 厚生年全や共済岨合をやめたとき。

( 配偶者を扶養している場合は、配隅者のj l 出も必要ですj

4. 配偶者がj孥生年金や共済組合にり|大している人で、配偶名・の扶養からは

ずれたとき。または扶養に入りたとき。

( ご自身の収入の増減や結婚・離婚のとき。)

◆ 手続きに必要なもの… … i ; 出の抻秡により、印鑑、年金f 噸のにかに。

会朴の人社亅 ・退旺日のノモ、また^3^- J S 保険

者該当j i l癧には・l t l iモの証I・|か必要になl j ます。

◆手続きする所… … …… … 国尺年令課、各区I Q參曷所

サラリーマンの
奥さん

第3 号 観保 礇 者

( : a; x; : ゛)

保険料を納められない方へ
国民年金の・ 険料を納め忘れると、老船基礎年金やI J ' - のときの障; l f嶇眤
年童、遣族雌眤年傘などか受けられない 二をかあI J ます。
経済的な理由で納めることか川難なゐ・は・ 免除の111誦をしてください。

免除か承,認さ1は' 1・り・・

c=免除された期川は、受給に必要な鬧|: 11に、j・詐されま↑
乙免除された期|川の、年金割|は3 分の1 になりま才
c 免肝された期間の、探険料は10 年以内に則f・|・する二とかできます

免除の決定は、I祈碍等! 世帯全休の駒年の所得を合算j による審査をi・1い
ますので、所得の鳥い方は免除されない鳩合かあl j ます。

□ 手綾きに必 饗なもの・・・ ・印鑑 一年金f 割4
□ 手続きする所… …… … 国尺年金課、各区I Ql i 務所

国民年金加入中に万一 …のときは

● 。' rの加算額( ・・fは18a 〔障害の了は20歳〕未満であること)

1 人目。2 人日の子に各18s , |昶円 、3人目以降の了に それぞれ62, 70e円。

ただし、遺族基礎年金は2 人目以降の了よI J 上記と同匕金額が加算されま

す。

60歳から65歳になるまで
任意加入ができます。
60歳になるまでに年金を受けるために必要な期間を満たせなかった人で、あ

とわずかの期間があ れば年金の受給資格ができる人、また、年金を受ける資格

はあるが、保険料未納期間があるため年金額を満額に近づけたい人は、60歳か

ら65歳になるまでの関、任意加入ができます。

◆ 手緩きする所… …… …… 国民年金課

手続きに必宴なものはお・問い合わせください。

老齢基礎年金を受けるには
名齢基礎年金: j 、原I I Iとして傑険料納付済期間・免除期間・カラ期間を合わせ

て6 年以上ある人が65 歳になったときに 支給されます。
しかし、25年間S 険科を納付すれば、今後は衲付しなくてもよいということで|

よゐI J ません。25年閥納付をして; j しめて年金の受給責格を碍るわけですから、
年金は最低の餌しか受給する二とかできません。60 歳まで必ず保険料を納めて65
歳から年令を粛求しましょう。

【注1 】カラ期間とは サラりーマンの奥さん等で。昭和61年3 月以前|こ
国民年金に任意加入していなかった期問を指します。{この期間は
年金襴計算の本硬にJ j 人りません} 。

! 注。21明和5年4月1日以鹵j に乍まれた力' は、25年の責格期間か24～2】　　　
年に短縮されます。

あなたの年金額はいくらか
年金額は、全期間納めた場合627, 200 円 ですか, 保険料未納期間等がある場合

は次の式で計算します。
627, 200pj x( 保険料納f l 濆月詣I・・I 保険料免除月詣・j X- 1
63年啖・挌1 ● 加入' l j能年数X121 月〕

ただし、(保険料納付済月詣十保険料免除月数 】が加人口1能年数を越える場合は、
この式では計算できません。畔しくはお問い合わせください。

* 加入可能年数表

老齢基礎年金は65歳で
乍金は65歳でXa求する二とが原剩ですが、60歳から緩l j hl f て讀求することも
できます。また、砺歳以|こで緩I〕t・けて鴣求し、増額された年金額を受給するこ
ともできます。織り上l f 碵汞の楊合!よ碵求年齢により減額され。その年金額は一
生変j つりません。また。讀求徭に陣害占になっても障害幕礎年金か受 鵬できない
等いくつかの利限があl j ます。年金はあ なたのー一生の大切な財産ですので、よく

考えて硝木しましj う。

老齢基礎年金請求時年齢別総支給額

傾65晟で謫求L た場合は 、60歳で訥求した場合よ・l , 受け取る年彖の総釦は72歳
を過ぎたあたりから多くなります。

保険料のお支払いは、便利な口座振替で!
病気やけがなど、万一のときに1 確実に年彖が受けられるように、保険

料;よ紅l l きちんと納めなlすればなI〕ません、、しかし、k い間には納め忘れ

かない! 1j 11 丶1きれません、また、紅月納めに行くのも手問がかかります、

保険料を。銀行等からのr l 動 支払いにL ていたたIきますと、納め忘れむ

なく予間もかかりません。ぜひ。ご利川ください。

□ 手続きに必要なもの… … ・i 令通帳 ・領行印

・年令の記号番号のわかるもの

□ 手娩きする所…… … …… 国民年金系、各区K 事務所、銀行、

信用令嚀凵丿川維合、農協

□ 甲 込 の 受 付 日 と 開 始 月

11座1Ⅲ 依軻1・蠢か、金砲機|剔よりI X役所に列芯二した卜を基準:こしています。

Qi =。) l a接依頼書をl j l尺年金課・区尺嘔務所へ提出した場台は。巾込金岫機

闃の確認のため日数かかかります。

□ 申込み債は… 振替開始月を・ヽ ガキで通知します。

□ 振替後は… … 振肪l乃のお知らせを3 か月にー・1111お; s‘ j L ます。
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公的年金と個人年金
年金には国で実施している公的年 金のほかに 、銀行や生命保険会社等で

一般個人に売り出している「個人年 金」があります。本来、法律で義務づ

けられている国民年金と。任意で契約する個人年金とは性格が違うので。

比べるべきものではありません。しかし、ご相談にみえる方も多いので比

較してみましょう。

個人年金は、個人の資産を碵立てて老後に受け取るという、預金に近い

もので物価スライドがありません。実際受け取るときどれだけの価値があ

るのかとい う不安があります。また、掛け金のなかから会社の利益や事務

費をまかなっています。

そして、個 人年金には「 社会全体でお年寄りを扶養する」という考えは

ありません。

国民年金は、社会全休で老後を助け合う制度です。物価スライドがあり

ますので、将来受け とるときに物価が上がっていても安心です。また、国

で行っていますので利益は 考えてい ません。給付額の3 分の1 は国庫が負

担していますし、事務費も岡で負担しています。

このように、国民年金と個人年金は全く別のものです。

国民年金を納めたうえで、さらに 老後に備えて個人年金を掛けるのはよ

いのですが、個人年金を掛け ているから国民年 金は納めなくてもよいとい
うのは間違いです。

国民年金についてのお問い合わせは

足立区役所 区民部国民年金課(中央本町庁舎) 中央本町一丁目17番1号

加 ぺ 手 続 は …… … 適 用 係( 2Rf 2 番窓口) ( 880) 5151

傑|戞料の納付相談は
傑険料の免除申請は … … … 保険料係( 2 階1 番窓口) ( 880) 5161
|) 座 振 替 は

年 金請 求の 手続は … … … 給 付 係( 21 階3 番窓口) ( 880) 5165

※ 昭和63年10月1 日からh 記のとおり検認係と記録係が。保険料係に、給
付係の電話番号が( 880) 5161から( 880) 5165に変わります。

国民年金相談コーナー
毎月第1 水曜日( 但し祝祭日の場合は翌日)

午前10時～午後3 時30分　国民年金課( 中央本町庁舎2 階)

* 特にこのコーナーでは、社会保険事務所の専門官が相談に応じます。

国民年金の将来
一部には、「私が年をとったときにはもらえない。」「老人か増えたらつ

ぶれてしまう。」などの不安 をもち国民年金財政の危機を訴える方がいるよ

うです。確かに、現在6 人で1 人のお年寄りをささえているのが、21世紀

は匕めのピー ク時には3 入で1 人とい うきびしい状 況となります。

しかし、安心してください。国民年金の財政は、これからの加入者や年

金受給者の増減。加入者の負担能力などを十分考えています。

長期的な展望のもとに国が責任をもって実施している国民年金は、将来

とも心配ありません。

国民年金の特典

保険料は、税金の
所得控除の対象に
なります。
保険料は、社会保険料控除として、

所得から差し引いてもらえますから、

年末調整や確定申告のとき、忘れずに

申告してください。

低利な住宅資金が
借りられます。
国民年金の保険料を3 年以上納めて

いる人は、納めた期間に応じてマ イホ

ーム資金が低い金利で、住宅金融公庫

の資金と併せて借りられます。

問合わせ先　住宅金融公庫( 812) 1111

もしくは金融機関

年金を受けている
人はお金を借りら
れます。
すでに年金を受けている 人は、その

年金権を担保にお金を借りることがで

きます( 老齢福祉年金は除く) 。

問合わせ先　年金福祉事業団( 502) 2481

もしくは金融機関

全国各地にある国
民年金の施設を利
用できます。
全国43ヵ所にある国民年金保養セン

ター等を割安に利用できます。

ご家族、グループの旅行に、結婚式

や各種会合にお気軽にご利用ください。

社会保険事務所での年金相談
社会保険事務所では、厚生年金および国民年金について社会保険庁とのオ

ンラ インシ ステムにより個別・貝、体的 な年 金相談に応じています。

相談内容　 ○厚生年金の加入期間および年金見込額

○国民年金と厚生年金の通算加入期間および年金見込額

○ 国民年金の納付記録( 最近納めたものや、転入後しばらくの期

間は区役所国民年金課では確認できません。)

○ 現在年金を受けている方の記録および支払額

相談時間　午前9 時15分～午後4 時30分( 土曜日は午前11時30分まで)

土曜日は、混み合いますので、なるべく平日をご利用ください。

相談は、ご本人が直接年金手帳や年金証書をもって、社会保険事務所へお

いでください。しかし、やむを得ない事情により代理の方がおいでになると

きは、本人の署名押印入りの依頼状をお持ちください。

国民年金の保険料は、年度が過ぎると区役所では扱えなくなります。

また、免除されていた期間分を納めるときも区役所では扱えません。

○ 63年3 月以前の保険料

○免除されていた期間の保険料

上記の保険料を納めるときは、社会保険事務所の窓口で直接おさめるか、

社会保険參務所に納付書を請求して金融機関で納めてください。

所在地　〒120 足立区綾瀬二丁目17番9 号　( 604) 0111


